
事 業 名 称 

●空き家実態調査を活用した使っていない家を市場に出すためのサ

ポート体制及び所有者と利活用希望者とをつなぐシステムの構築 

（一般社団法人空き家コミュニティ） 

事業主体 名 一般社団法人空き家コミュニティ 

連 携 先 宇多津町・香川県司法書士会・宅地建物取引業協会坂出支部 

対 象 地 域 香川県綾歌郡宇多津町 

事 業 概 要 

○埋もれている空き家情報の掘り起こし 

〇宇多津町が運営する空き家バンク「活かせるマッチングシステム」の構築 

〇「住まいの未来を考えるノート」の書き方セミナーの開催 

事業の特 徴 

1 宇多津町が行う空き家の実態調査を活用して、空き家情報の掘り起こしをす 

る。空き家所有者に直接アプローチをする 

2 空き家所有者、利用希望者が安心して登録、利用できる「活かせる空き家の 

マッチングシステム」の構築 

3 相談に来るのが困難な方のための出張空き家相談会の開催 

4 空き家に関するノートの利活用を促すための出張セミナーの開催 

成 果 

〇空き家の実態調査の利活用 ○空き家候補、状態の把握 

○宇多津町独自の空き家バンクの設置 

〇マッチングシステムの登録件数の増 

〇住まいの未来を考えるノートの利活用の促し 

〇掘り起こし空き家への提案シート、利活用希望者の登録申請シートの作成 

成果の公表方法 当法人 HP https://www.akiya-community.com  

今後の課題 

〇活かせる空き家のマッチングシステムへ登録する空き家情報の収集 

〇活かせる空き家のマッチングシステムの周知と登録件数を増やす 

○空き家情報を掘り起した所有者へ利活用の提案 

〇住まいの未来を考えるノートの活用を促す積極的なセミナー開催 

○空き家予備軍に対しての啓蒙活動 

１．事業の背景と目的  

宇多津町では「宇多津町空家等対策計画」を策定し、継続的に空き家問題に取り組むと共に、国土

交通省モデル事業で「空き家サポートネットワーク」を設立し、令和 3年度のモデル事業終了後も積

極的に空き家問題対策に取り組んできた。しかしながら、老朽化が著しい空き家の情報だけではなく、

状態の良い空き家の情報も得ることができていない。 

広報、折込チラシ、ホームページ等で空き家の無料相談会、住まいの未来を考えるノート（空き家

の情報を書き出すノート）の書き方セミナーの告知をするが、参加人数を見る限り周知不足は否めな

い。県の空き家バンクへの登録数も少ないのが現状である。 

そこで、宇多津町で行う空き家の実態調査を利用し、埋もれている空き家の情報、状態を把握する。

空き家サポートネットワーク独自の調査表を作成し、判定を行うことで、埋もれている空き家の情報、

状態の把握を行う。次に、宇多津町独自の空き家バンク「活かせる空き家のマッチングシステム」を

構築する。掘り起こした情報をそのままにせず、所有者にアプローチをしていく。利活用希望者に対

しては、短期間で利活用提案をし、空き家の利活用につなげていく。同時に空き家の無料相談会に来

られた方にマッチングシステムの案内をして、登録物件を増やしていく。マッチングシステムを運営

することで、空き家市場の流通化を促し、空き家問題解決につなげることを目的とする。 



２．事業の内容  

１）事業の概要と手順 

  ①空き家の実態調査を活用した空き家の掘り起し 

  ②「活かせる空き家のマッチングシステム」の構築･運営 

  ③出張空き家相談会の開催 

  ④「住まいの未来を考えるノート」書き方セミナー開催 

  ⑤取組内容の公表 

【事業の内容とスケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【役割分担表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２）事業の取組詳細 

①空き家の実態調査を活用した空き家の掘り起し 

   宇多津町が行った空き家の実態調査を基に、空き家サポートネットワーク（宅建士、建築士、

まちづくり課担当者）が歩いて空き家とその周辺を目視調査で確認をした。 

  空き家の状態を判定するために作成した「外観目視調査表」で判定をする。Ａ、Ｂ判定の所有

者にまちづくり課から「宇多津町空き家の状況等に関する調査表」を郵送した。２５件郵送し、

５件の回答があった。回答のあった方の中には高齢により役場に足を運ぶのが難しい方もおら

れた。今後は、利活用の希望を聞取り、建物調査をして、利活用の提案をしていく。 

調査後の結果から、空き家になってからの期間が長い物件が多くみられた。まちづくり課から

空き家所有者に届く調査表で、所有者が空き家に関心を持てるよう継続的働きかける必要があ

る。外観目視調査についても、定期的に行い空き家の状態の経過観察を続け、所有者への発信

の機会を増やしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ａ判定 全ての部位に○の空き家  ・Ｂ判定 ④に×がある空き家 

※Ａ、Ｂ判定の空き家は、簡単な修繕または手入れ等ですぐに居住できるもの 

 

 

 

【外観目視調査】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査範囲は、宇多津町の「古街」と呼ばれる宇多津町役場より北側にある街並みである。2003 年

から「うたづの町家とおひなさん」のイベントが開催される地域であり、2014 年からは古街エリア

に宿泊施設の事業を開始している。道路は整備されているが、幅が狭く、駐車スペースもない。 

ここ数年で解体する住宅も多い。解体後すぐに新しい住宅が建つ土地もあれば、更地になったまま

数年経過している土地もある。外観目視調査は、3時間程かけ、実態調査で判定がＡ～Ｃの判定の

ものを調査した。Ａ判定、Ｂ判定、Ｃ判定の外観のみではあるが、老朽度の差が大きいため、所有

者へのアプローチ、意思確認は急務である。 

 

【空き家の状況等に関する調査表】 

Ａ判定、Ｂ判定所有者 

【空き家の状況等に関する調査表】 

 

  

【外観目視現地調査風景】 

  



②「活かせる空き家のマッチングシステム」の構築･運営 

    宇多津町が運営する空き家バンクとして「活かせる空き家のマッチングシステム」の構築を

する。空き家所有者、利用希望者の両方を登録してマッチングすることで売買、賃貸の早期化

につなげる。町民の空き家相談を受ける中で「空き家は手放したいけど、どんな人が購入する

か不安である。」との声を昨年の相談でも聞いていた。「購入者の事が分からないから不安で

ある。」と言う気持ちが空き家の情報が埋もれてしまう要因の一つである。 

宇多津町が窓口になることで、空き家所有者、利用希望者が安心して利用できるシステムとな

る。両者とも、登録申請後の調査、審査を通過するとホームページへの情報の登録、閲覧でき

るようになる。 

システムの告知は、運用開始時期に合わせて宇多津町が配布エリアに含まれるフリーペーパー

の有料枠に掲載した。継続しての告知は、作成したチラシで行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【活かせる空き家のマッチングシステム チラシ】 

 

【活かせる空き家のマッチングシステム 概要図】 

 

 

【活かせる空き家のマッチングシステム 

 フリーペーパー有料枠広告】 

 



 

③出張空き家相談会の開催 

 令和 3年度国土交通省モデル事業で設立した「空き家サポートネットワーク」による空き家

の無料相談会は、「まちづくり課の相談窓口（随時受付）」「月 1回開催 空き家の無料相談

会」の 2種類がある。空き家所有者も高齢化が進み、相談会場への移動が難しい方もいる。 

そこで、自治会単位で無料相談会を開催する。2022 年 10 月の自治会総会に参加し、活かせる

空き家のマッチングシステム、出張空き家の相談会の説明をした。 

出張空き家相談会の開催は、地域住民と接することで、空き家の実態調査で把握しきれない情

報、地域住民が困っている空き家の問題などの情報を得る場となる。 

モデル事業期間内には、出張空き家相談会の開催は実現していない。実現に至らなかった理由

としては、目に見える結果が地域住民に示せていないことがあげられる。 

 現在相談窓口は、「空き家サポートネットワーク」による空き家の無料相談会は、「まちづ

くり課の相談窓口（随時受付）」「月 1回開催 空き家の無料相談会」「出張空き家相談会」

の 3 種類となった。情報蓄積のため、空き家所有者に正しい情報を伝えられるように今後も継

続していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【空き家の相談窓口（随時受付）】 

 

【空き家の相談窓口（月 1 回開催）】 

 



④「住まいの未来を考えるノート」書き方セミナー開催 

ノートは、宇多津町全世帯に広報の折込としてすでに配布している。ノートの利用を促すた

めにノートの書き方ワークショップ、出前講座を同時期に開催した。 

出前講座は、申し込みのあった３ヶ所で開催した。地域の公民館等で定期的に開催されている体

操教室あとに、ノートから抜粋したページを配り、記載していった。参加者の方も顔なじみのか

たばかりで、和やかな雰囲気での開催となった。短時間での開催であったため、分かりやすい説

明を心掛けた。 

ノートの中には分かりにくい用語もあり、書き方が分からない時にその場でアドバイスをする

ことで、高齢者でも自身の所有する空き家の情報を書き出すことができていた。全世帯に配布し

たものは、ノートタイプであるので、記入後の紛失を防ぐことができる。 

ワークショップに参加の方が「空き家があって困っている。」とのことであったので、「月 1

回開催 空き家の無料相談会」があることをお知らせした。その後、予約して相談に来られた。

このようにきっかけがあれば、「空き家の相談に行ってみよう。」と行動を起こすことができる

のだと実感した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【出前講座 チラシ】 

 

【ワークショップ チラシ】 

 

  

【ノートの書き方ワークショップ風景】 

 



３）成果物 

  ○掘り起こした空き家への提案シート 

  利活用の希望がある利用者に対し、利活用の改修案等のイメージを聞取り、コスト、補助金等

の情報を掲載したシートを空き家サポートネットワークが作成、提出する。問題点や改善点を明

確化して、「空き家問題を解決したい。」という気持ちを後押しする。この提案シートは、空き

家利用希望者にとっても利活用のプランが立てやすくなる。 

 

【提案書（サンプル）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇利活用希望者の登録申請シート 

個人情報や希望条件に加えて、どのような想いでどのように利用したいのか？を記入する

欄を設けた。「どんな人が使うのか不安である。」という所有者の不安も解消される。利用

登録する側も想いを書き出すことで、お互いの壁を取り払うことができる。その後の取引が

スムーズに行えるツールとなる。 

 

    【利用登録の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３.評価と課題   

①空き家の実態調査を活用した空き家の掘り起し 

 ・データ分析に留まっていた空き家の実態調査を基に現地の確認をすることで、実態調査だけ

では把握できない空き家候補、空き家の状態が確認できた。足を運んで確認することで、新

たな問題点が浮かび上がってきた。昔ながらの町並みと新しい街の共存が必要である。 

すぐにでも利活用できる空き家の所有者には「空き家をどうしたいのか？」などを調査表の

送付で働きかけることにより、利活用について考える機会が作れた。 

・掘り起こした空き家の情報を基に、所有者への提案シートを作成した。今後、登録件数を増

やしていくなかで改善しながら作り込んでいくこととなる。 

 

②活かせる空き家のマッチングシステムの構築･運営 

・令和 4 年 11 月 1 日から運用を開始した「活かせる空き家のマッチングシステム」だが、２

月末日までの空き家登録件数 2件、利用希望者の登録 3件である。告知不足、空き家所有者

の空き家処分に対する気持ちが前向きになれないなどが考えられる。 

・利活用希望者と空き家所有者とのマッチングが出来ていないので、今後双方の登録を増やし、

マッチング件数も増やしていく。 

 

 

   ③出張空き家相談会の開催 

・移動が難しい方、いつもの自治会館で落ち着いて話をしたい方のために、自治会単位で無料

相談会を開催するべく、2022 年 10 月の自治会総会に参加し、活かせる空き家のマッチング

システム、出張空き家の相談会の説明をした。モデル事業期間内に出張空き家相談会の開催

依頼はなかった。 

 

  ④「住まいの未来を考えるノート」の書き方セミナー開催 

・3ヶ所で開催したワークショップでは、分からないことをすぐに聞けるように一つ一つの項

目を分かりやすく説明し、その場でアドバイスをすることで、高齢者でも自身の所有する空

き家の情報を書き出すことができていた。 

 

   

    

 

 

 

 ４.今後の展開   

〇活かせる空き家のマッチングシステムへ登録する空き家を増やす 

空き家の実態調査の活用しながら現地の情報の収集を継続して行う。 

 

〇活かせる空き家のマッチングシステムの周知 

より効果的な周知方法を検討、実行することで確実に登録件数を増やしていく。 

 

○掘り起こした空き家の所有者への利活用の提案と実例の開示をする。 

 実例件数が増えれば、空き家の処分に前向きな所有者も増えてくる。 



〇住まいの未来を考えるノートの活用を促す積極的なセミナー開催 

 自身の空き家問題をアウトプットし、家族と情報共有ができるきっかけを作る。 

宇多津町全世帯に配布しているノートであるので、空き家予備軍に対しての啓蒙活動にもなる。 

 

  ○モデル事業終了後の空き家サポートネットワークの活動 

行政と民間が連携して、地域住民の声を聞き、空き家対策を進めていく 

 

   ○空き家の所有者の年齢層の変化に伴い、相談会、ワークショップ等の告知方法も検討する 

 

 

■事業主体概要・担当者名 

設立時期 令和 2年 2月 21 日 

代表者名 安部 加寿美 

連絡先担当者名 三好 美鈴 

連絡先 
住所 〒762-0046 香川県坂出市富士見町一丁目 4番 3号 

電話 0877-59-3505 

ホームページ https://www.akiya-community.com  

 


